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甲南医療センターの最新情報です

身体と心の治癒のために、癒しを提供できる「ゆるキャラ」を作りたいという思いから
マスコットキャラクターが誕生しました。甲南の「甲」と「南」から取って命名された

「ドクターこうにゃあ」と「ミナミちゃん」。そして甲南2病院を支えるスタッフのマスコットキャラ達、
みんなあわせて「コーニャンズ」を、よろしくお願いいたします。
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　甲南病院（本年10月より甲南医療センターに改称予定）は昭和9年の開設以来、
東灘区の基幹病院として80年以上の長きにわたり地域医療を支えてまいりまし
た。長年懸案であった創立以来の老朽化した甲南病院を、一昨年3月から建て替
え工事を開始し、このたび6月末に第一期工事を終了し380床で本年10月より診療を稼働します。引き続き第2期工事として
2022年4月を目途に既存館の改修と、更に100床を増床する予定です。甲南会ではこの建て替えを契機として、甲南病院と
六甲アイランド甲南病院を統合再編し一体化して地域の医療ニーズに応えるべく取り組んでおります。即ち、甲南病院は地
域の中核病院として神戸大学と連携して高度急性期・急性期医療を、一方六甲アイランド甲南病院では地域の診療所の救
急患者に対応しつつ新病院と在宅医療等を繋ぐための回復期医療を担ってまいります。そして50年100年を見据え、ハー
ド面のみならずソフト面においても創立理念である「すべての点において人類愛の精神に基ずき病人を本位として悩める
病人の為の病院たらん」ことを心して、東灘区は勿論のこと兵庫県全域の皆様に安心安全合わせて医療品質の向上に取り
組んでまいりますので、今後とも何卒ご指導ご支援を賜りますようお願い致します。

甲南病院開院（118床）
看護婦養成所開設

昭和9年

昭和30年

昭和45年

昭和54年

昭和57年

昭和59年

昭和62年

平成4年

平成12年

甲南病院准看護婦養成所開設

甲南病院付属高等看護学院開校

神戸市第二次救急病院に指定

南館新設

開院50周年記念式典

東館新設（総病床数400床）

法人本部を設置   六甲アイランド病院開院（307床）

国立加古川病院の移譲により、加古川病院開院（250床）

平成13年 甲南介護老人保健施設開設（80床）
甲南訪問看護ステーション及び甲南居宅介護支援事業所  開設
甲南病院新館を新設

平成16年 3病院とも医師臨床研修病院に指定

平成18年

平成20年

平成21年

3病院で病院機能評価（Ver.4）の認定

甲南病院看護専門学校の閉校

六甲アイランド病院に健診センターを設置

令和元年 10月1日  第Ⅰ期工事竣工「甲南医療センター」に
改名し、再スタート

平成24年 公益法人制度改革に伴い「財団法人甲南病院」
から「一般財団法人甲南会」へ名称変更する
これを機に、六甲アイランド病院が
六甲アイランド甲南病院に、加古川病院が
甲南加古川病院に名称を変更する

平成25年 新甲南病院建設事業計画  始動
（Konan事業ビジョン2020）

平成27年

平成29年

甲南病院緩和ケア病棟設置、病床数は380床となる

3月1日  新甲南病院建設工事着工

©2009 Nagaru Tanigawa・Noizi Ito／SOS団劇場版アニメーション『涼宮ハルヒの消失』より

■ 沿　革

理事長 平生 誠三

ごあいさつ
医療品質向上への絶えまない
取り組み
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2019年 秋麗

　新病院の建設には丘陵地を切り開き、2016年4月から構台※を設置する大規模な土木工事が必要でした。これに前後し
て旧本館など老朽化した既存の建屋を半分切り崩すとともに西側にあった谷川を暗渠にする基礎工事が始まりました。
その後、約3年の工期で5階建ての南館、ついで地上7階、地下2階の本館が2019年6月に完工しました。このような一連の難
工事が無事に成し遂げられたのには感動すら覚えます。竹中工務店を始め工事関係者の皆様に深甚なる謝意を表します。
目下、9月末の新病院の開院に合わせてPET-CTやIVR-CTなど最新鋭の医療機器の搬入を終えたところです。

　新病院の竣工を記念し病院名を改称しました。新たな時代の新たな使命に相応しく甲南医療センターになります。病院
北側は六甲山が借景となり敷地内の豊かな樹々や屋上庭園の緑が遠近に配されます。となればこのような東灘の基幹病
院がどこにあるのか遠くでも分かる標識が必要です。この度、神戸市の厳正なる審議を経て看板の設置が認可されまし
た。風致地区の環境に溶け込み新病院の機能と責務を体現する洗練度の高い看板にする予定です。また屋上や病棟から
は紀伊半島から明石海峡がパノラミックに見渡せます。おそらくこの眺望は世界中のどの病院にも勝り、訪れる人の心を晴
らし安心安全の医療を補完するでしょう。

ごあいさつ

　甲南医療センター誕生の節目に新しい理念、行動指針を掲げました（表）。甲南病院には創立時から画期的な理念があり
ます。営利本位に陥らず全ての患者が名医の治療や手術が受けられる患者本位の医療を追求するというものです。新理
念、行動指針はその延長で全職員が新時代にどのような医療を目指すのか、いつも心に刻み自らに問いかける内容にしま
した。近年、医療では遺伝子工学、AIやロボットなど様 な々技術革新が進んでいます。しかし、時代が変われど人の手で温
かく接することが医療の土台です。全ての職員がいつも忘れず、心技一体で皆様の心の深くに届く高質の医療を実践した
いと思います。

　神戸は開港以来多くの文化人を輩出し近代化の先駆けになりました。とくに東灘は神戸の先頭で多彩な文化を育んだハ
イカラな地域です。街のそこかしこに文化の薫る旧跡があります。またこの地域には甲南大学、甲南女子大学、神戸薬科大
学など知の集積があり、何事もしぶとく吟味する文化力が
蓄えられています。当院は2018年11月、アカデミアや行政
と協働し優れた医療人材を育て地域の健康に寄与するプ
ラットフォームを立ち上げました。甲南医療センターはこれ
まで以上に地域の大学、行政と力を合わせ神戸の医療、
東灘の医療を担う要でありたいと念願します。そして皆様
が安心してそれぞれの健康を託し、地域の誇りと思えるよ
うな病院を目指します。

甲南医療センター竣工を迎えて

※構台：運搬クレーンなどの建設機械の作業スペース、工事車両の通行、
　資材スペース確保に使用する鉄製の頑丈な橋梁
（表）：甲南医療センターの理念と行動指針 皆様に屋上庭園を開放する予定です

一般財団法人 甲南会  常務理事／甲南医療センター 院長 具　英 成
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理念と行動指針

人の手で接する最善の医療を追求し実現します。
やがて創設100年を迎える基幹病院として公益と継続を重視し、
全職員にて新たな歴史を紡ぎ、誇り高き病院を創ります。

１. 心技一体で心の深くに届く高質の医療を実践します。
２. 不断の救急医療を全職員で全うします。
３. 地域の医療機関、大学、行政との連携を強化し、総合力のある人材を育成し、
    絶えず進化する医療を構築します。

４. 最新機器を整備し、緑と静穏な療養環境のもと、安心、安全なチーム医療を実現します。
５. 患者・家族の尊厳を守り、 個人情報を厳守します。

【行動指針】

【理　　念】
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　この度、平成から令和となり、その元年10月１日に、甲南病院と六甲
アイランド甲南病院は医療機能を再編統合し甲南医療センターとなっ
て新しく生まれかわります。新病院が無事に開院出来ましたのは、統
合指揮をとられた具本部長の強力なリーダーシップの下、甲南会関係
各位のご協力のみならず、地域の皆様方のご支援の賜物であり、心から感謝申し上げるとともに、皆様方の当病院に対す
る期待の大きさに身の引き締まる思いです。
　甲南医療センターは、まず、この10月1日に第Ⅰ期オープンとして病床数380床でスタートしますが、令和3年4月にグランド
オープンした暁には、480床となります。新病院の基本方針は、がん、脳卒中、心筋梗塞、糖尿病の４大疾病を重点課題と
し、救急医療、周産期医療、小児医療、災害医療の4事業とともに、感覚運動器疾患（耳鼻咽喉科、眼科、整形外科）を強化
しました。また、消化器病センター、糖尿病センター、血液浄化・腎センター、PETセンター、IVRセンターに加えさらに、脳卒
中センター、アイセンター、創傷センター、中耳サージセンター、認知症疾患医療センターと10センター機能を並列し、今まで
の甲南病院と六甲アイランド甲南病院にはなかった心臓血管外科や呼吸器外科を新たに加え29の診療科で構成されま
す。PETや高気圧酸素治療装置等の高度医療機器を導入し、高度な先進医療を提供することが出来るようになりますが、
これまで以上に地域の医療機関との連携を密にし、東灘区のみならず神戸市並びに阪神地区に渡る地域における急性期
医療と、そして緩和ケア病棟を有し終末期医療も兼ね備えた基幹病院として、中心的な役割を果たすべく前進してまいり
ます。そのためには、365日24時間、断らない救急医療を実践し、地域の方々に愛され信頼される安全で安心な病院になる
ことを目標に掲げています。
　さて、2025年にはいわゆる「団塊の世代」が全て75歳以上となる超高齢社会を迎えることになります。医療をとりまく社
会的環境は大きく変化しており、求められる医療ニーズとして、病気と共存しながらQOLの維持・向上を図っていく必要性
が高まっています。地域包括ケアシステムにおける医療を提供するにあたり、病院としての重要な課題は、医療と介護を上
手にリンクした急性期病院としての役割をいかに果たすかです。甲南医療センターでは、地域の医院並びに病院や介護施
設からの急性期治療の要請に対して、迅速かつ常時に対応して入院を受け入れるとともに、急性期治療が終了した後は速
やかに在宅あるいは施設に戻って頂けるように地域医療連携のネットワークの中心的存在でありたいと考えています。
　そして最も大事なことは、大学や市民病院と肩を並べる高度な先進医療を提供できる病院となっても、私たちは常に患
者さんに寄り添い、温かく心優しい、患者さん本位の医療を提供する姿勢であり続けることです。甲南病院創設者である
平生 釟三郎が掲げた「人類愛の精神に基づき、悩める病人のための病院たらん」とする基本理念をしっかりと踏襲し、人
の手で接する医療を実現し、思いやりのある気持ちを大切にした診療を実践できる病院となることを行動理念として掲げ

ました。質の高い医療を提供する上で、患者視点の医療を提供するた
めには、私たち医療者が診療科や職種の垣根を超えて横に手を繋い
で協力したチーム医療を提供することが大事だと考えています。
　患者さんに愛され信頼される地域社会に開かれた病院となるべく、
全職員が一丸となって取り組んで参りますので、引き続き皆様方の温
かいご支援とご鞭撻を宜しくお願いいたします。

甲南医療センター 副院長 谷　　聡

●土地面積

●病 床 数

▶ 7階
▶ 5・6階
▶ 2階
▶ 1階

屋上庭園
病室
ICU・手術室
コンビニエンスストア
食堂・駐車場
※送迎バスの乗降はこの階です。

●診療科目 内科／外科／小児科／眼科／産婦人科／耳鼻咽喉科／放射線科／整形外科／皮膚科
泌尿器科／リハビリ科／精神科／形成外科／腎臓内科／消化器内科／循環器内科
呼吸器内科／脳神経内科／腫瘍血液内科／リウマチ内科／緩和ケア内科／消化器外科
乳腺外科／呼吸器外科／心臓血管外科／脳神経外科／麻酔科／歯科口腔外科／病理診断科

●外来診療 受付時間：8時30分～11時30分
診療時間：9時00分～17時00分

●入院基本料施設基準
　急性期一般入院料1／緩和ケア病棟入院料1

•日本消化器外科学会  専門医修練施設
•日本消化器病学会  認定施設
•日本消化器内視鏡学会  指導施設
•日本肝胆膵外科学会  高度技能専門医修練施設Ｂ
•日本肝臓学会  認定施設
•日本胆道学会  指導施設
•日本腹部救急医学会  認定施設⇒申請中
•日本膵臓学会  指導施設⇒申請中
•日本乳癌学会  認定医専門医制度認定施設
•日本乳がん検診精度管理中央機構  マンモグラフィ検診施設
•日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会 エキスパンダー実施施設
•日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会 インプラント実施施設
•日本がん治療認定医機構  認定研修施設
•日本脳神経外科学会  関連施設
•日本医学放射線学会  専門医修練機関

•日本IVR学会  専門医修練施設
•日本小児科学会  小児科専門医研修施設
•日本アレルギー学会  教育研修施設
•日本周産期・新生児医学会  補完研修施設（こども病院）
•日本産科婦人科内視鏡学会  認定研修施設
•日本整形外科学会  研修施設
•日本手外科学会  基幹研修施設⇒申請中
•日本形成外科学会  認定施設
•日本泌尿器科学会  専門医教育施設
•日本眼科学会  専門医制度研修施設
•日本皮膚科学会  専門医研修施設
•日本耳鼻咽喉科学会  専門医研修施設
•日本気管食道科学会  専門医研修施設（咽喉系）
•日本麻酔科学会  認定病院
•日本病理学会  研修登録施設

●各種学会認定資格（2019.10.1～）

■ 概　要

■ フロアマップ

•日本内科学会  認定医制度教育病院
•日本循環器学会  認定循環器専門医研修施設
•日本心血管インターベンション治療学会  研修関連施設
•日本内分泌学会  認定教育施設
•日本糖尿病学会  認定教育施設Ⅰ
•日本静脈経腸栄養学会  NST稼動施設
•日本病態栄養学会  栄養管理・NST実施施設
•日本緩和医療学会  認定研修施設
•日本血液学会  血液研修施設
•日本神経学会  准教育施設
•日本頭痛学会  准教育施設
•日本消化管学会  暫定処置による指導施設
•日本透析医学会  認定施設
•日本腎臓学会  研修施設
•日本外科学会  専門医制度修練施設

ごあいさつ
甲南医療センターとなって

※南館へは本館3階　で連絡しています。

南館エレベーターをご利用ください。

ICU（集中治療室）
⑩リハビリテーションセンター
中央検査部

多目的ベッド
Multipurpose Bed

本館エレベーター
Main Building Elevator

南館エレベーター
South Building Elevator

階段
Stairs

女子トイレ
Womens Toilet

男子トイレ
Mens Toilet

車いすトイレ
Handicap Water Closet

ベビーチェア
Beby Chair

授乳室
Nursing Room

ベビーベッド
Baby Bed

オストメイト
Ostomate

公衆電話
Phone

タクシー
Taxi

凡例
Legend

▶ 南館3階
South Building 3F

▶ 本館3階
Main Building 3F

病院入口
Hospital Entrance

救急入口
Emergency Entrance

時間外入口
After-hours Entrance

HBO
(hyperbaric oxygen therapy)

85
高圧酸素
治療室会計

General reception

総合受付

Cashier

A

精算機
Automatic

自動

Settlement
Machine

C

D 受付機
Return Visit

再診

Reception Machine

17
Dentistry

歯科
口腔外科

16

PETセンター
（核医学検査）
PET / CT Center

15ＩＶＲセンター
IVR Center

14 CT・MRI

13
放射線
総合受付
Radiology

救急
Emergency

東病棟 East Ward

管理棟 Building
Administration

東館 East Building

Psychological
Counseling Room

83
心理相談室

Kobe City
Dementia Disease

84
医療センター

Medical Center

認知症疾患
神戸市

E 時間外会計
After-hours
Cashier

B 患者サポート
センター
Center for
Patient Support

B 患者サポート
センター
Center for
Patient Support

Dialysis Center

血液浄化
センター

18

ME
センター

南館
South
Building

旧本館
Old Main Building

本館
Main
Building

管理棟
Administration

Building

東館
East
Building

南館
South
Building

▶ 本館4階
Main Building 4F

8 内視鏡センターEndoscopy Center

生理検査
Physiological Functions Test

7
化学療法
Chemotherapy

腫瘍内科/ 血液内科
Oncology / Hematology

6
眼科
Ophthalmology

5

4

Central Blood
中央採血

中央処置
Sampling Room

1

小児科
Pediatrics

2

Urology
泌尿器科
Otolaryngology
耳鼻咽喉科

Neurosurgery
脳神経外科

Neurosurgery
脳神経外科

3 3

外科
Surgery 

外科
Surgery 

整形外科
Orthopedic Surgery 皮膚科

Dermatology

形成外科
Plastic &
Reconstructive
Surgery

保険確認窓口
Information

薬局
Pharmacy

Bus
路線バス

産婦人科
Obstetrics and
Gynecology

Ophthalmology
眼科（受付）

内科
Internal
Medicine

内科
Internal
Medicine

内科
Internal Medicine

看護外来
Outpatient Nurse
Counseling

病院入口
Hospital Entrance

D

受付機
Return Visit

再診

Reception Machine

外科
Surgery 

●建　物

●職員数

第1期　26,554.19㎡

380床（一般病床：380床）

地下2階　地上7階

738名（2019年10月1日現在、常勤職員）

南側から望む甲南医療センター

概
要
・
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ

ご
あ
い
さ
つ
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祝

　甲南病院および六甲アイランド甲南病院の再編・統合による「甲南医療センター」オープン
に心からお慶び申し上げます。
　甲南病院は昭和9年に創設され、「人類愛の精神に基づき、悩める病人のための病院たら
ん」という平生釟三郎氏の思いを基本理念として積極的に診療体制の充実に取り組んでこ
られました。創設以来、医療の向上と公平な医療サービスの提供にご貢献いただきましたこ
とに対し、厚く御礼を申し上げるとともに、具院長をはじめ歴代院長、病院関係者のみなさま
の多大なるご努力に対し、深く敬意を表する次第です。
　さて、ご承知のとおり、我が国は世界に類を見ない速度で高齢化が進展し、超高齢社会を迎えております。人口減少に
より、社会保障制度、医療制度の見直しや医師不足の問題など、医療・介護を取り巻く環境は非常に厳しい状況に直面し
ています。東灘区におきましても、少子高齢化に伴う医療ニーズが高まり、区内に公的医療機関の設置を求める声が聞か
れるなど、地域社会の変化に対応できる医療の確保が課題となっております。地域で生活する区民のみなさまが安心して
こどもを生み育て、いつまで暮らし続けることができる環境の整備と併せ、命と健康を守る地域医療体制の充実が求め
られています。このような中、甲南医療センターにおいて急性期医療の充実や高度医療の提供が整備され、六甲アイラン
ド甲南病院では回復期を主体とした病院へと転換されるなど、２つの病院が緊密に連携し、質の高い医療が提供される
体制を整えられました。これからも甲南医療センターおよび六甲アイランド甲南病院のお力添えをいただきながら、誰もが
いきいきと健やかに過ごすことのできるまちを目指し、尽力してまいりますので、ご支援・ご協力をいただきますようお願い
申し上げます。
　最後になりましたが、甲南医療センターおよび六甲アイランド甲南病院の今後益々のご発展を心からお祈りいたしまし
て、お祝いの言葉とさせていただきます。

～お祝いの言葉～

甲南医療センターオープンに寄せて

　この度は、甲南会様におかれましては、現甲南病院の建替えと同時に六甲アイランド甲南
病院と統合・再編をされ、新たに甲南医療センターを開院されますこと、誠におめでとうござ
います。心よりお祝い申し上げます。また、貴院の方々には本学学部生及び卒業生に心温ま
るご指導をいただいておりますことに深く感謝いたしております。
　貴院におかれましては古くから神戸の東地区における基幹病院として地域医療を担ってこ
られましたが、この度リニューアルだけでなく、さらにソフト面も充実され、医療の水準をより
一層高められるとお聞きしております。一方、昨年、11月17日に若手医療人材の育成と住民の
方々の健康増進を目的に甲南会、東灘区役所、甲南大学、甲南女子大学及び本学（神戸薬科大学）の2機関、3大学で構成す
る東灘次世代医療人材育成コンソーシアムが結成されましたが、この中心的存在になられるのも甲南会様です。
　このコンソーシアムにおける本学の使命は、質の高い医療に参画できる薬剤師を輩出すると同時に、薬学という学問を通
して東灘区の医療課題を解決することであります。医療人材としての薬剤師を育成するには多職種連携教育も必要で、こ
の点につきましては、現在神戸大学との連携でご協力いただいております。今後は本コンソーシアムにおきましても本学学
生及び卒業生のさらなる成長にお力添えをいただきたく存じます。地域で育てていただきました薬剤師が地域の医療に携
わり、病気で困っておられる方々のより高度な薬物治療分野において積極的に取り組むことができることを願っています。
　最後になりましたが、これからの甲南会様の益々のご発展をお祈りいたしますと共に、東灘次世代医療人材育成コンソー
シアムの活動を通して、本学の教育力と研究力で地域医療に貢献できるよう努力して参ります。

神戸薬科大学 学長
宮田 興子

　甲南医療センター開院おめでとうございます。2019年10月に甲南病院と六甲アイランド甲
南病院との機能統合、2022年4月には甲南医療センターが480床の急性期病院に、六甲アイ
ランド甲南病院は192床の回復期主体に展開されるとのこと。まさに機能分化と連携によ
り、東灘区の医療を支えていただくこと、地域の大きな期待になっています。
　平生釟三郎は、1911年に甲南幼稚園、1912年に甲南小学校を設立し、1919年に甲南学園
を設立しました。そして、1934年に患者本位の治療を施すために甲南病院を設立していま
す。甲南大学、甲南中学・高等学校を有する甲南学園は今年、2019年4月21日に創立100周年を迎えることができました。平
生釟三郎の意志を継いで、各法人は重要な任務をもち続け、東灘のこの地で、徳・体・知のバランスのとれた心豊かな人
物、健全な常識を持った世界に通用する人物の育成、そして、病人本位の医療とさまざまな事業を展開してきました。そし
て、この甲南医療センターは現代において平生釟三郎の思いを実現させる特筆すべき事業です。ここまで作り上げてこら
れた関係者の方々のご尽力に心から敬意を表します。また、これからの活動に大いに期待を申し上げます。
　2018年11月には、甲南病院、甲南女子大学、神戸薬科大学、甲南大学、東灘区役所が「東灘次世代医療人材育成コンソー
シアム」を結成しました。東灘の知を集め、医療課題の解決、医療人材の育成にも貢献できるプラットフォームとして期待さ
れるところです。
　Society5.0の時代、人生100年時代において、QOL（Quality of Life）はとても大切なテーマになります。「豊かに生き
る」、この大きなテーマに向かって、平生釟三郎のいう「共働互助の精神」は改めて重要です。地域の皆さんと一緒になっ
て、進んでいけますように、何卒よろしくお願いいたします。

甲南医療センターへの期待

　甲南病院グループが、高度地域医療の総合拠点施設創生のため組織的なイノベーション
に着手されて以来、甲南4法人の一員としてその成果を心待ちにしておりました。画期的な患
者中心の医療思想に基づいて平生釟三郎氏により1934年に開設された甲南病院をはじめ
とするグループが、ハード、ソフト両面での大幅な再統合・再編を実現し、急性期医療、回復期医療、在宅医療、さらには新
たな健康社会創生までを視野にいれた総合的な医療ネットワークのハブとして甲南医療センターを創設されたことに対し、
心よりお慶び申し上げるとともに、壮大なビジョンを実現された理事長、病院院長はじめ関係職員各位のご尽力に対し心よ
りの敬意を表します。甲南女子大学は、1920年の甲南高等女学校創設で教育を開始した甲南女子学園の教育機関です。
第一次世界大戦直後の人権意識や民族自覚が高まる世界的転換期に、「まことの人間を育てる」という人間教育宣言と共
に活動を開始し、現在、医療系2学部3学科を含む4学部11学科の大学として活動を続けています。甲南病院からはすでに
多くの専門家の教育現場への派遣を頂いており、大学からは施設への講師派遣、臨床実習さらには共同臨床研究など、多
様な連携事業が始まっています。
　昨年は甲南病院、甲南大学、神戸薬科大学、東灘区役所とともに医療人材育成のためのコンソーシアムが結成されました。
地域の総合医療を担う甲南医療センターとともにコンソーシアムを運営できますことは大きな社会的意義を有するとの認識に
立ち、センターとの協働で優秀な医療人材育成と地域社会の健康創生推進に寄与できることを大きな喜びとするところです。
医療は人類が生み出した総合的文化です。心身のみならず生存環境や社会的環境への働きかけを通じて、さまざまな世界観
を生み出し新たな人類文化を創出していきます。甲南医療センターが、甲南グループの創始者平生釟三郎氏の高い人類愛と
新たに掲げられた理念「心技一体」を実現し、21世紀を拓く医療文化を創生していかれることを期待してやみません。

甲南女子大学 学長
森田 勝昭

甲南大学 学長
長坂 悦敬

新たな医療文化創生への期待

甲南医療センター開院を祝して

東灘区長
金谷 勇一

祝

　
　辞

祝

　
　辞
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　厚生労働省においては、団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、高齢者の尊厳の
保持と自立生活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人
生の最期まで続けることができるよう、地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケ
アシステム）の構築を推進しています。住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供さ
れるという構想です。今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地
域での生活を支えるためにも、地域包括ケアシステムの構築が重要とされています。人口動態
は地域によって違うため、地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域
の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要とされています。
　自分が介護を受ける状況になった場合、家族に依存せずに生活できるような介護サービス
があれば自宅で介護を受けたいという意見が半分近くを占め、介護サービスに対する期待は非常に大きいものがあります。
しかし、高齢化がすすむために介護保険給付金額はうなぎのぼりになっています。保険料の値上げで対応してはいますが、
いつまでこのシステムが維持できるのか懸念される状況であります。
　私たち甲南会は、高度急性期医療を担う甲南医療センターを中心に地域医療に携わっていくつもりではありますが、急
性期医療だけを担当するのでは、この高齢化社会において阪神地区を真に支えていくには不十分と思われます。今後六甲
アイランド甲南病院では、回復期の医療を提供し、甲南介護老人保健施設、甲南訪問看護ステーションでは今まで通りの
事業を継続していきます。より充実した介護のための在宅系サービス、施設・居住系サービスの拡大も大切なことだと思う
のですが、財源の確保が困難となる近未来では、お年寄りにいつまでも元気で自立した生活を送っていただくための、生活
支援・介護予防がより重要になってくるものと思います。このため甲南会は、東灘区役所、甲南大学・甲南女子大学・神戸薬
科大学と連携して東灘次世代医療人材育成コンソーシアムを立ち上げました。市民公開講座を開催し、住民の生活習慣改
善、疾病予防活動を推進します。また、地域医療に携わる人材を育成し、東灘の地域包括ケアの未来を開拓していこうと考
えています。

東灘次世代医療
人材育成コンソーシアム

甲南大学

甲南女子大学 神戸薬科大学

● 高度急性期、一般急性期、
　緩和ケア等の診療・
　研究・研修

● 介護サービス、実施・研究・研修

甲南介護老人保健施設
甲南訪問看護ステーション
甲南居宅介護支援事業所

東灘区役所

東灘次世代医療人材育成コンソ－シアムの構成

六甲アイランド
甲南病院
● 回復期の診療・
　研究・研修

甲南医療センター

甲南会

甲南医療センター
副院長
藤森　明

内科系

◎糖尿病・内分泌・総合内科

◎消化器内科

◎循環器内科

◎腫瘍・血液内科

◎緩和ケア内科

◎腎臓内科（血液浄化・腎センター）

◎精神科（神経科）

◎認知症疾患医療センター

◎脳神経内科

◎小児科

外科系

◎消化器外科

◎乳腺外科

◎呼吸器外科

◎整形外科

◎産婦人科

◎形成外科（創傷センター）

◎耳鼻咽喉科

◎眼科（アイセンター）

◎脳神経外科

◎歯科口腔外科

◎泌尿器科

◎皮膚科

◎放射線科

◎IVRセンター

◎PETセンター

◎麻酔科

◎病理診断科

◎救急部

診療部門紹介 ドクターこうにゃあとコーニャンズ

みなさま
よろしくお願い
いたします
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◎こんなコト専門にしています ◎こんなコト目指します

　甲南病院・六甲アイランド甲南病院双方の消化器内科医が、甲南医療センター消化器内科として集結、さらに質の高い診療
を行っていきます。消化器病学会、消化器内視鏡学会、肝臓学会の指導施設として、若手医師の育成にも努めていきます。

　当科で施行している検査・治療の抜粋です。詳細は病院ホームページに説明しておりますので是非ご覧ください。

内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）
（食道・胃・大腸）

西 岡
河 原

河 原

南
河 原
山 中

松 浦
山 中

山 中

西 岡

南
松 浦

西岡・南・河原
松浦・三村・山中
首藤・原田・松井

西岡・南・河原
松浦・三村・山中
首藤・原田・松井

経口内視鏡的筋層切開術（POEM）

内視鏡的逆行性胆膵管造影
（ERCP）

ダブルバルーン内視鏡

経皮的ラジオ波焼灼療法（RFA）

緊急内視鏡（吐血や下血、血便など）

超音波内視鏡下胆道ドレナージ術
（EUS-BD）

超音波内視鏡検査（EUS）
超音波内視鏡下穿刺吸引細胞診
（EUS-FNA）

●消化管の早期がんの内視鏡的切除
　安全確実で、体への負担が少ない治療です。

●総胆管結石の採石・砕石　　●胆膵領域のがんの診断、術前精査
●胆道閉塞に対するドレナージ

●胆道閉塞に対するドレナージ
　ERCPによる胆道ドレナージができない場合の選択肢のひとつで、体表に
　チューブが出ないのが利点です。神戸大学消化器内科と連携しています。

●小腸疾患の精査、治療　　●術後腸管のERCP

カプセル内視鏡 ●小腸疾患（出血、潰瘍、腫瘍など）を疑うときの検査
●大腸内視鏡挿入困難例に対し大腸カプセル内視鏡

●肝細胞癌の焼灼
　外科、放射線科と連携し手術、肝動脈化学塞栓術（TACE）も含めて
　治療法を検討した上で施行します。

夜間もオンコール体制あり、24時間365日対応可能です。

●消化管のがんの深達度診断
●胆膵領域のがんの診断、特に膵臓がんの早期発見に有用な検査
●粘膜下腫瘍の精査　EUS-FNAによる病理組織学的診断が可能です。

●アカラシア（食道運動異常）に対する内視鏡治療
　当院は関西で2番目に導入。経験を積んだ内視鏡医が施行し
　良好な治療成績をおさめています。

◎こんなコトしています

◎こんなコト専門にしています

◎こんなコト目指します

◎こんなコトしています
　糖尿病は世界規模で増加しており、本邦でも厚労省の調査で糖尿病患者と予備軍を合わせて2000万人。症状がなくてもき
ちんと管理しないと寿命が短くなる重要な疾患の一つです。糖尿病の診療では、薬物治療のみならず生活習慣の指導が不可欠
ですが、一人ひとりの性格も生活習慣、体質も異なるため、その指導はオーダーメイドで行う必要があります。当院の糖尿病セ
ンターでは、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、臨床検査技師、臨床心理士などの各専門スタッフが多職種チーム
できめ細やかな生活習慣指導を行い、糖尿病と付き合ううえで最も効果的なアプローチができるよう取り組んでいます。さら
に、持続血糖測定器（CGM）など種々の検査を用いた精度の高い診療と、日々進歩する薬剤や持続血糖測定センサー付インス
リンポンプ療法（SAP）などの最新治療も適宜活用しながら専門性の高い糖尿病診療を行っています。様々な専門スタッフが
関わる糖尿病教育入院も、患者さまや連携する医療機関のお役に立てるものと確信しております。ぜひ、当院の糖尿病セン
ターをご活用ください。また、当院は東神戸で唯一の内分泌専門病院（認定教育施設）であり、内分泌疾患として下垂体、副腎、
甲状腺および副甲状腺などの疾患に対して、最新の知見に基づいた正確な診断と治療を行っています。特にバセドウ病や橋本
病（甲状腺疾患）、原発性アルドステロン症（副腎疾患）などの頻度の高い疾患を中心として、幅広く診療しています。

●糖尿病疾患：1型糖尿病、2型糖尿病、妊
娠糖尿病および糖尿病合併妊娠、低血糖
症、糖尿病ケトアシドーシスなど、すべて
の糖尿病

●内分泌疾患：下垂体、副腎、甲状腺および副
甲状腺など内分泌腺に関係する各種疾患

　甲南医療センターとなりこれまで以上にスタッ
フも充実しました。糖尿病も内分泌疾患も専門ス
タッフの力を結集し、1人でも多くの患
者様のお役に立てるよう努力してまい
ります。また、糖尿病教室や教育入院に
よる患者教育や地域の医療機関との連
携もこれまで以上に強化していきます。

◎こんなコト専門に
　しています
●内科全般：
 ●複数の臓器にわたる症状、疾患
 ●特定の臓器、領域に絞れない症状、
　疾患　など

◎こんなコト目指します
　甲南会では長年にわたり地域の基幹病院として総合的な“内科”医療を提供して
きました。時代とともに病院に求められる機能も変化しましたが、今後も医療の専
門化、細分化の間で患者さまや地域の連携医療機関の皆様が困られることの無
いよう、一般的な病気から診断困難な難病まで、各専門科との連携や最新の画像
診断技術なども活用し、精度の高い総合内科としての診療を継続していきます。

◎こんなコトしています
　最近の病院は医療の専門化や高度化により診療科が細分化されていて、受診に困る症状
や疾患が増加しています。例えば高齢者などで複数の併存疾患を有する場合や、多臓器の不
調がある場合も一つの診療科では解決が難しくなります。複数科の受診で内服薬が増えす
ぎることもしばしば認めます。そういった患者さまが安心して受診できるように、当院では総
合内科を設置しています。“内科”としてバランスのとれた全人的治療を提供してまいります。

総合内科

糖尿病・内分泌

持続血糖測定センサー付
インスリンポンプ療法

（SAP）

　当科では、消化管、胆膵、肝臓の各分野を専門とするスタッフが診療にあたり、幅広い
疾患に対応しています。新内視鏡センターには、快適な検査空間と最新の内視鏡機器
（OLYMPUS EVIS LUCERA ELITE、 FUJIFILM LASEREO）を備えました。基本
的に鎮静剤を少量使用し、苦痛の少ない検査を実現します。最新の内視鏡診断・治療に
習熟したスタッフが、画像強調拡大内視鏡（NBI、 BLI）や超音波内視鏡も用いて、詳細
な観察、正確な診断を行っています。外科や放射線科、腫瘍・血液内科と連携して、最適
な治療方針を検討し集学的治療を行います。

消化器内科
最新の内視鏡診断・治療に習熟した
各消化器官の専門医が対応

糖尿病・内分泌・
総合内科
東神戸で唯一の内分泌専門病院として精度の高い医療を提供

●西岡 千晴 統轄部長
●南　 晶洋 部長　他 常勤医7名

河原 医長によるESD治療

（担当専門医）

▼

●山田 浩幸 副院長
●福永 　馨 診療部長
●肥後 里実 部長　他 常勤医6名

多職種による糖尿病ミーティングの様子

南 部長による腹部エコー検査

内分泌疾患を
得意とする
吉田 医長

西山 医員 苛原 医員

糖
尿
病
・
内
分
泌
・
総
合
内
科

消
化
器
内
科
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腫
瘍
・
血
液
内
科

◎こんなコトしています

腫瘍・血液内科
化学療法や免疫療法を用い
安心で最適な治療を提案

循環器内科
東神戸地区の循環器内科診療の要として多様な診療を実践

　腫瘍・血液内科は、患者さん一人一人の病態、ニーズに合わせ、かかりつけの近隣の先生方とも連携しながら科学的根拠に基

づいた治療を提供していきます。また安心して治療を継続していただける様に、がんあるいは治療に伴う苦痛、不安を軽減する

ことを目的とした緩和ケア医、精神科医、看護師（がん化学療法認定看護師在籍）、薬剤師（がん薬物療法認定薬剤師在籍）、栄

養士、理学療法士、臨床心理士、ソーシャルワーカーなどによる多職種のチーム医療体制を充実させていきます。

血液がんを除く悪性腫瘍全般。原発不明がんや、2つ以上のがんが

あるなど臓器別診療科だけでは対応が難しいがんにも対応します。

◎ 血液内科
造血器悪性腫瘍（血液がん）だけでなく、貧血、血小板減

少、多血症、血小板増加症、血友病といった血液細胞（白血

球、赤血球、血小板）の数的・質的異常を対象とした診療科

です。悪性腫瘍に関しては造血器悪性腫瘍に特化した専門

的治療を行っています。化学療法は内服や外来化学療法

室で施行可能なものから入院が必要なものまで様々な治

療強度のものがあります。当科は4室の無菌治療室を備え

ており白血病に対する寛解導入療法や骨髄腫、リンパ腫に

対する自家末梢血造血細胞移植などの大量化学療法も行

います。血液細胞の増加や減少の精査も行いますので検

診などで異常値を指摘された方はお気軽にお越し下さい。

◎ 腫瘍内科
悪性腫瘍（がん）に罹患された患者さんに対する内科的な治療、特に抗がん薬による治

療（化学療法）を専門的に行っています。免疫療法などの最新治療を含め、科学的根拠

に基づいた上で、患者さんのご希望、生活状況や全身状態を考慮して最適な治療手段

を提案させていただきます。治療方針を決定するにあたり、科内でのカンファレンスの

みならず、各臓器別診療科、放射線科（放射線治療科）などによる診療科の垣根を越え

たキャンサー・ボードを開催し、多角的な視点からディスカッションを行っています。治

療に際しては治療の目的や治療上の注意点について詳細に説明し、ご理解いただいた

上で開始します。外来化学療法室を備えており通院治療が可能です。ご高齢、遠方にお

住まいなど通院治療が困難な患者さんにつきましては治療時の入院も可能です。

血球数の増加・減少の精査から血液がんに

対する大量化学療法まで幅広く対応します。

◎こんなコト目指します

　甲南、六甲2病院の特徴を活かして密接な連携を行い、東神戸地区の循環器診療の要として急性期から慢性期まで地域に根ざし
た診療を行います。また、循環器内科の中核病院として住民、病院・診療所の医師、救急隊から信頼されるよう努力していきます。

◎こんなコト目指します

◎こんなコト専門にしています

◎こんなコトしています

◎こんなコト専門にしています

循
環
器
内
科

腹腔内リンパ節腫大を生じた
悪性リンパ腫

化学療法施行後、リンパ腫病変
（丸で囲んだ部分）は縮小した。

◎心臓リハビリテーション

●積極的に心不全患者を受け入れ、早期から多職種と
協同で心臓リハビリテーションを実施しています。

●質の高い生活を送るための教育・生活指導・カウンセリン
グの実施 ※退院後も心不全患者では日常生活における
綿密な管理が必要になるため、地域の医療機関や訪問看
護ステーションとの連携を行いながらサポートします。

◎心不全
●徐脈性不整脈（洞不全症候群、房室ブロック）
恒久的ペースメーカー植え込み術

●頻脈性不整脈（心房細動、心房粗動、発作性上室性頻拍など）
や期外収縮
カテーテルアブレーションによる根治を目指します ※特に症
候性心房細動に対しては第一選択の治療法と考えています。

◎不整脈

●スクリーニング検査の実施
負荷心筋シンチグラフィ、心臓CT検査、運
動負荷心電図検査
必要に応じて、入院の上カテーテルでの冠
動脈造影検査（CAG）
※冠動脈造影検査に際しては必要に応じて
冠動脈血流比（FFR）測定を実施狭窄病変
による血流障害の程度を計測しカテーテル
治療（PCI）が必要かを評価します。

◎虚血性心疾患（急性心筋梗塞・狭心症）

●CT、MRI及び間欠性破行などの症状がある
症例では血管造影
※虚血性心疾患、脳血管障害を合併してい
ることが多く、生命予後は不良です。

●血管内治療
　・下肢動脈ステント　・薬剤溶出性バルーンを用いたカテーテル治療
※下肢切断を必要とする場合には形成外科とも連携：足の動脈だけではなく、
虚血性心疾患、脳血管の精査も行い、包括的なチーム医療を実践しています。

◎末梢動脈疾患（PAD）

　甲南医療センターに拠点を移し最新の設備のもと、24時間365日受け入れる循環器救急医療、
専門的なカテーテル治療、不整脈治療、急性心不全治療など質の高い診療を積極的に行います。

血管内超音波（IVUS）や光干渉断層法（OCT）
を用いて血管の状態を詳細に評価しながら、
より確実で安全な治療を実施しています。
※糖尿病、高血圧、脂質異常症、喫煙歴などの
リスク因子のある患者さんは積極的にスク
リーニング検査を行い心筋虚血の有無を調
査。特に急性冠症候群（ACS）は一刻を争う重篤な疾患であり24時間365
日の救急受け入れが可能な体制を構築。緊急カテコールでスタッフが集合
し『Door to Balloon Time』は90分以内達成を目指します。

●カテーテル治療

◎ 腫瘍内科 ◎ 血液内科
心筋梗塞、狭心症、心不全などで急性期治療を受けた患者さんが社会復帰し、再発を予
防して、最終的に快適で良質な生活を目指すために、運動療法だけでなく食事療法・生
活指導・カウンセリングなどを包括的に行うプログラムです。医師、看護師、理学療法士、
作業療法士、薬剤師、栄養士、臨床心理士、ソーシャルワーカーでの多職種チームを組ん
で個々の患者さんに対応しています。甲南医療センターでは主に急性期から亜急性期の
患者さんを対象に、また六甲アイランド甲南病院では亜急性期から慢性期の患者さんを
対象に心臓リハビリテーションを連携しながら行っています。

●谷　　 聡 副院長
●下山　 学 診療部長
●茶屋原 菜穂子 部長

下山 部長による診察

●清水 宏紀 副院長
●大久保 英明 診療部長
●太田 総一郎 部長

（担当専門医：太田・下川・田中）

（担当専門医：清水・兵庫・黒瀬） （担当専門医：清水・大久保・下川）

（担当専門医：水谷）

（担当専門医：谷・茶屋原） （担当専門医：下山）

（担当専門医：
 太田・田中）

清水 副院長

太田 部長によるASO治療

心臓リハビリテーションの様子

●下川 泰史 部長
　他 常勤医5名
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＜IgA腎症＞

◎こんなコトしています

腎
臓
内
科（
血
液
浄
化
・
腎
セ
ン
タ
ー
）

　現在、緩和ケア内科の診療は、緩和ケア病棟における入院診療を基本としております。緩和ケア自体は、対象とする疾患を
制限するものではありませんが、現時点では、緩和ケア病棟への入院対象患者は、悪性腫瘍ならびに後天性免疫不全症候群
に罹患している患者さんとされています（平成30年厚生労働省告示第44号：基本診療料の施設基準等の一部を改正する件「緩和ケア病棟入院料の施設基準等」より抜粋）。

　具体的な診療内容は、主に以下の5つのことに関して、“専門的緩和ケア”を提供しております。

　今後予想される高齢化の進行に伴い、がんを抱えながら過ごす地域住民の増加が見込まれます。そのような中、近隣の患者

さんが、なるべく“過ごしたい場所”で安心して、より良い暮らしができるためのお手伝いをすることが我々の役割だと考えてい

ます。われわれは当面、主として入院機能を担ってまいりますが、将来的には、コンサルテーション機能を充実させ、一般病棟入

院中・外来通院中の患者さんへの対応や在宅療養中の患者さんに対してかかりつけ医の先生との共同診療などを行い、院内お

よび地域の緩和ケアレベルの向上に寄与したいと考えています。

“緩和ケアとは、生命を脅かす疾患による問題に直面している患者およびその家族に

対して、痛みやその他の身体的問題、心理社会的問題、スピリチュアルな問題を早期

に発見し、的確なアセスメントと対処を行うことによって、苦しみを予防し、和らげる

ことで、QOLを改善するアプローチである”

❶ 痛みや気持ちのつらさなどのからだやこころの
　 苦痛症状の緩和
❷ すごしたい（住み慣れた）環境での療養をサポートする
　 在宅療養調整
❸ 肺炎など突発的な合併症に対する治療
❹ 介護疲労軽減のためのレスパイト入院
❺ 終末期ケア・遺族ケア

世界保健機関（WHO）では、“緩和ケアを以下のように定義しています。”

◎世界保健機関（WHO）による緩和ケアの定義（2002年）

“緩和ケア”について

◎こんなコト目指します

緩
和
ケ
ア
内
科

　腎臓病はどうせ治らないというイメージから、いよいよ透析が必要といった状態で初めてご紹介

いただくようなことが以前は多かったと思います。しかし近年、腎臓病に対する認識が少しずつ変

化し、早期の段階で紹介していただけるようになってきました。今後は地域の先生方との連携をよ

り強くして、「腎臓病なら甲南病院」と皆さまに思っていただけるようにしていきたいと思います。

　当院は日本腎臓学会研修施設、日本透析医学会認定施設であり、腎臓内科は指導医2名と医員・専攻医の4名で診療をおこ

なっています。蛋白尿から維持透析まで、移植を希望される場合以外は、一貫した腎臓病治療ができることが当院の特徴です。

（血液浄化・腎センター）

蛋白尿や血尿といった検尿異常は腎炎の重大なサインです。慢性腎炎の場合、何も症状が無いからと言って放

置してしまうと手遅れになってしまいます。早期の診断と治療が大切です。当科では腎生検による正確な診断のもとで適

切な治療をおこなっています。慢性腎炎で最も多いものはIgA腎症です。IgA腎症に対しては、扁桃腺摘出術（耳鼻科に依

頼）とステロイドパルス治療を組み合わせてする治療をおこなっています。

◎ 腎　炎

残念ながらCKDが進行して腎不全に至った場合には、腎臓の代わりに体に蓄積した毒素をとりのぞく治療（腎

代替療法）が必要となります。腎代替療法には、腎移植と血液透析、腹膜透析の3種類があります。これらの説明を専門看

護師とともに時間をかけておこない、希望があった場合は腎移植実施施設への紹介をおこなっています。移植が困難な場

合は、適切な時期に血液透析または腹膜透析を導入いたします。バスキュラーアクセス手術や腹膜透析カテーテル留置術

も腎臓内科でおこなっています。

◎ 腎不全

腎臓から大量の蛋白が漏れてしまう結果、体の浮腫みがひどくなる病気がネフ

ローゼ症候群です。ネフローゼにも多くの種類があり、腎生検で正確に診断することが必要です。

診断に基づいてステロイド剤や免疫抑制剤の治療をおこなっています。

◎ ネフローゼ

CKDは治すことは困難な病気ですが、進行を遅らせることは可能です。食事療法など生活習慣

の是正も治療の大切な一部であり、そのために教育入院もおこなっています。また多くの場合、診療所の先生と連携をとり

ながら治療をおこなっています。

◎ 慢性腎臓病（CKD）

◎こんなコトしています

◎こんなコト専門にしています

◎こんなコト目指します

腎臓内科
抜群の環境で
一貫した腎臓病治療を提供

緩和ケア内科
習熟した専門医、スタッフが苦痛を和らげ
より良い豊かな生活をサポート

当院血液浄化センターでは血液透析ベッド29床で午前午後の2

クールの治療をおこなっています。オンラインHDF、間欠補充型HDFといった最新

の治療も積極的に取り入れています。腹膜透析管理、腹膜透析と血液透析の併用治

療もおこなっています。また他院からの紹介で、循環器内科、消化器内科、外科、整

形外科、形成外科などの急性期治療が必要な場合、入院中の透析と全身管理は当

科で担当しております。長期リハビリテーションが必要な場合などは、六甲アイラン

ド甲南病院に転院していただいて透析治療を継続するようにしています。六甲アイ

ランド甲南病院では血液透析患者さんの送迎のサービスもおこなっています。

◎ 維持透析

　少しわかりやすく表現すると、「重い病を抱える患者さんやその家族ひとりひとり

のからだや心などに起こる様々な苦痛（つらさ）を和らげて、より豊かな生活を送る

ことができるように支えるケア」といえます。

●久保田 眞毅 部長
●山口 　崇 部長
　他 常勤医5名

山口 部長による病棟回診

八木 医長 五十嵐 医長

透析治療

●藤森   明 副院長

●岡田 志緒子 医長　他 常勤医2名

藤森 副院長

久保田 部長
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◎こんなコト専門にしています

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　当院は、多くの診療科を抱える大規模総合病院です。これまでは、主に内科、外科、整形外科の入院患者さんの精神的ケアに

当たってきました。今後は、それ以外の診療科とも連携を深め、すべての入院患者さんが快適な入院生活を送れるよう支援して

いきたいと考えています。

◎こんなコト目指します

精
神
科（
神
経
科
）

　これからもいっそう認知症疾患医療センター業務の充実をはかり、患者さんやご家族の立場に立った活動を行っていきたい

と考えております。

　認知症疾患医療センターは、認知症患者さんとそのご家族が住み慣れた地域で安心して生活ができるための支援の一つと

して、都道府県や政令指定都市が指定する病院に設置するものです。当院は神戸市から認知症疾患医療センターの指定を受

けており、認知症疾患の鑑別診断や専門医療相談など専門医療機能と、認知症に対応する地域連携を強め、地域の認知症患

者さんやご家族をサポートする体制を充実させるための地域連携拠点機能の二つの役割を担います。

認知症の鑑別診断を行う「もの忘れ外来」を、週4日行います。原則として、かかりつけの先生の紹介状が必要です。また、

神戸市の認知症診断助成制度の第2段階（精密検査）も行います。第1段階の認知症検診は甲南医療センターでは行ってお

りませんが、六甲アイランド甲南病院にて実施しております。

精神保健福祉士を中心としたスタッフが、認知症に関する相談を随時受け付けています。鑑別診断後も、介護保険の申請

や社会資源の説明など必要なサポートを行います。

　もの忘れ外来の担当医2名は、ともに認知症診療に長年携わってきた医師で、ひとりは精神科、もうひとりは脳神経内科の医

師です。診療科が異なることで、2つの異なった視点から患者さんを診察することが可能となり、鑑別診断を行う上で大変有益

だと考えています。当院には、CT、MRI、脳血流SPECTなど、認知症の鑑別診断に必要な検査装置がすべてそろっています。ま

た、正常圧水頭症、甲状腺機能低下症など、いわゆる治療可能な認知症が疑われる場合は、他科に依頼して迅速な診察、治療を

受けることができます。このように当院では、大規模総合病院というメリットを生かして認知症診療を行っていきます。

◎こんなコトしています

◎こんなコト専門にしています

◎こんなコト目指します

コンサルテーション・リエゾン、および認知症ケア

ラウンドと呼ばれる病棟回診を定期的に行いま

す。前者は、入院患者さんがせん妄、不眠、不安、抑

うつなどの精神症状を生じて、入院治療に支障を

きたしている場合に、薬物治療や心理的ケアを

行って治療の継続を図るものです。また、認知症の

患者さんは、認知症の行動・心理症状や意思疎通

の困難さによって入院治療に支障をきたすことが

あります。認知症の患者さんが、認知症症状の悪化

をおこさず、身体疾患の治療を円滑に受けられる

ように、主治医や病棟看護師といっしょにケアの

仕方や薬物の使い方などを検討するのが認知症

ケアラウンドです。

◎ 入院患者さんのケア

週1回、精神科外来を行います。主に入院患者さんの退院後の精神的ケアが目的であり、院外からの紹介

は受け付けておりません。
◎ 精神科外来

　当院の入院患者さんは高齢者が多く、コンサルテーション・リエゾンや認知症ケア

ラウンドを担当する精神科医師が認知症・老年精神医学を専門としていることは、実

情に即しているといえます。コンサルテーション・リエゾン、認知症ケアラウンドに関

わるスタッフには、認知症に関する経験を積んだ認知症看護認定看護師、公認心理

師がおり、業務をスムーズに進めることができます。

　認知症看護認定看護師は、認知症ケアや行動・心理症状の緩和・予防について熟練

した看護技術と知識を有する者として、日本看護協会の認定を受けた看護師です。

　公認心理師は、心理学に関する専門家の国家資格であり、当院では主に心理検査

や患者さん・ご家族の心理的ケアを行います。

午　　前

午　　後

月曜日 火曜日

小　倉

小　倉

水曜日

松　山

木曜日

小　倉

小　倉

金曜日

松　山

◎ もの忘れ外来

■外来担当表

◎ 専門医療相談・日常生活支援相談

相談窓口／電話：078-857-8720　Fax：078-854-4139
受付時間／月曜～金曜 9：00～12：00　13：00～16：30（祝日・年末年始を除く）

●開業医の先生、介護福祉関係者との事例検討会や研修会を行い、地域との連携を深めます。

●患者さんやご家族を対象とした交流会を定期的に行います。

認知症疾患医療
センター
東灘の認知症疾患診療の主要拠点として診療体制を充実

精神科
専門医、認定看護師、
公認心理師による心理的ケアを行い、
治療をサポート

（神経科）

◎こんなコトしています

●松山 賢一 医長
●田村 浩恵 認知症看護専門看護師
●奥澤 朋奈 臨床心理士

松山 医長と認知症ケアラウンドメンバー

●鎌田 　寛 センター長
●小倉 　純 参与　●松山 賢一 医長

小倉 医師による認知症検査

認知症ケアラウンド事前ミーティング
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◎こんなコトしています 小
児
科　小児科病棟は甲南医療センターに移転し病床数も少し増えて25床となりました。

小児病棟として眼科、耳鼻科、整形外科、形成外科など外科系の各診療科とも連携しながら治療を行います。

　小児に多い肺炎や気管支喘息の入院治療、食物アレルギーの負荷試験

なども従来どおりに行いますが、新しい病棟では個室も増えるため、隔離

が必要な感染症についても十分受け入れができるようになりました。

　また、療養環境の整備のため、病棟保育士の配置も計画中です。

　甲南医療センターは六甲アイランド甲南病院と連携しながら、小児のどんな相談にも対応できる医療を目指します。

　六甲アイランド甲南病院でも小児科外来での診察はそのままで

従来とほぼ変わりありません。

　午前は急性期の病気を中心に診察し、午後はアレルギー外来や神経外来、予防接種などの専門外来の予

約診察として今までどおり行います。脳波やMRIなどの鎮静が必要な検査や、より高度な検査については甲

南医療センターで対応します。また、入院が必要な場合には、甲南医療センターでの入院になりますが、小児

科医やスタッフは六甲アイランド甲南病院と同じなのでご安心ください。

◎こんなコト目指します

脳
神
経
内
科

　今後スタッフの拡充を行い、診療の質をより充実させていきます。

　甲南医療センターには日本神経学会の認定する神経内科専門医・指導医が2名在籍しています。患者様ひとりひとりの話を

よく聴き、診察を行った上で、十分な説明を行い、ニーズにあった検査や治療を選択していきます。

　中枢神経（大脳、小脳、脳幹、脊髄）、末梢神経、脳血流筋肉の器質的変化に基づく神経・脳疾患を診ます。

主要症状として頭痛、めまい、言語障害、視覚障害、意識障害、認知機能障害、四肢や体幹のしびれや運動麻

痺、歩行障害、ふらつき、振戦、けいれんなどがあります。対象疾患には血管障害、感染などの炎症、外傷、腫

瘍、神経変性、免疫異常、中毒、栄養障害、代謝障害などによって引き起こされる様々な疾患が含まれます。

当院では、脳神経内科外来を月曜日から金曜日までの毎日開いている（金曜日は紹介初診のみ）ほか、慢性

頭痛診療に力を注いでおり、頭痛外来を火・木・金曜日に行っています（六甲アイランド甲南病院を含む）。
◎ 外来診療

症状などより入院が必要と診断した場合は、患者様・ご家族様と話し合った上で、決めていただきます。南館

１F（脳神経外科、耳鼻咽喉科、口腔外科との混合病棟）が担当病棟となります。
◎ 入院診療

同じ片頭痛でも成人とは「頭痛の顔つき」が違っていたり、起立性調節障害

（OD）を合併していたりして、診断や治療が難しいこともあります。ODに伴う慢性頭痛の診断も積極

的に行っていますし、OD専門家とも連携しています。また当院では、片頭痛関連の臨床試験（治験）を

積極的に実施しています。

◎ 小児の慢性頭痛

必要に応じてMRI、CT、筋電図、脳波 、頚動脈エコーなどの検査を受けていただきます。また、認知症やパーキンソ

ン病の診断などで脳血流シンチ（SPECT）、MIBG心筋シンチ検査やDAT Scan（ダッド スキャン）検査も当院で行っています。
◎ 検　査

◎こんなコトしています

◎こんなコト専門にしています

◎こんなコト目指します

◎ 一般外来 （午前）紹介患者さんや初診の方の診察

（午後）専門外来として慢性疾患の治療やフォローアップを中心に診察

常時2～3診体制として、十分な診察ができるようにしました。

◎ 専門外来 アレルギー外来：気管支喘息やアトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎など

神経外来：てんかんや神経の病気

発達外来：言葉の遅れや発達の問題

専門医を中心にゆっくりと診察ができるように、

予約制の外来になります。

その他：頭痛外来や夜尿症外来も開始予定です。

◎ 救急外来 救急車や時間外の急患については

甲南医療センターの救急外来で小児科医が診察

平日の夕方の時間帯や休日の午前中の紹介も小児科医が

直接診る体制を作っています。

神戸市の二次救急小児輪番：これまでと同様に月7～10回担当

◎ 六甲
　 アイランド
　 甲南病院
　 について

◎ 頭痛専門外来
対象：慢性頭痛（片頭痛、緊張型頭痛、群発頭痛、その他の一次性頭痛など）月に15日以上、

3ヶ月以上続く慢性連日性 頭痛の中には、慢性片頭痛や薬剤使用過多による頭痛（薬

物乱用頭痛）などがあり、頭痛外来および入院での専門的治療が必要です。

頭痛専門外来を開いており、頭痛専門医が担当しています。

小児科
急性期の疾患を中心に
専門外来や高度な検査にも対応

脳神経内科
専門医が神経や筋肉からつくる
様々な疾患や痛みに対し、
患者様それぞれに合わせた
治療を提供

●太田 國隆 副院長
●中野 加奈子 部長
　他 常勤医7名

太田 副院長

●北村 重和 部長
●鎌田 　寛 部長

北村 部長／鎌田 部長

脳血管障害が
専門の鎌田 部長 井澗医長の外来診療

新病院の小児科外来

谷口 医長

原 医長

平瀬 医長

頭痛、神経免疫
疾患が専門の
北村 部長














